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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

▶ 2022 ೧ౕ研究プロジェέφ成Վๅࠄ────────────────────── 

学際的ɼ先駆的ジェンダー研究を目͢ࢨͱ 

ジェンダー研究所は 2015 年以པ、グローバル女リーダー育成研究ؽ構の中֫的な研究ؽ関として
的ジェンダー研究にखりૌΞできた。そのਐであるジェンダー研究センターは、国際的なジェン
ダー研究のネットワークにおける౨ΠジΠにおける॑གྷなύϔとして活動し、21 ن COE プログラム
ʲジェンダー研究のフロンτΡΠ （r2003ʛ2007 年度）をはじめとした研究プロジェクトを௪じて߁く
注目をॄめてきた。ジェンダー研究所はこの研究成果をӀき͙ܩつつ、ఽ౹的な学にളられない
学際的でۨ的なジェンダー研究をࢦしている。ジェンダー研究所は、ΠジΠにおけるジェンダー研究
のڎ఼を目指し、国際的な共ಋ研究と、その成果発信をۅ的に進めており、டされた研究成果を߁
く社会へ還元していく。 

 
先的な研究を推進͢ɼ͏߁学術ϋρφϭーέを構 

ジェンダー研究所は、（ᶙ）IGS 研究プロジェクト、（ᶚ）外部資ۜ研究プロジェクト、（ᶛ）海外のঁ
成ۜによるプロジェクトにおいて、的な研究を推進している。とりΚけ IGS 研究プロジェクトでは
学内研究員、ٮ員研究員、研究協力員の協力を得ながら߁い学術ネットワークを構築し、その成果を意
ཋ的に発信している。2022 年度もそれͩれの研究において研究会やޮ開セミナー、国際シンポジウ
ムを実施したΆか、成果ड़൝の刊行、国際共ಋ研究や国際ネットワークの構築にखりૌΞだ。 

今年度は 3 年りに、ΠジΠՌ大学Ӆ大学（AIT）におけるӅਫ਼交流（本報告ॽ 62ʛ63 นࢂল）を
対面で実施することができた。また、研究所ϟンバーらはชࣧජのΆか、学会発න、外部ߪԍなどを
活発に行った。ݺʓのプロジェクトの研究֕གྷについては、本報告ॽ 18ʛ23 นをࢂলしていただきた
い。 

国際εンϛジΤムɼIGS セϝψーɼ研究ճの࠷と学術ࢿࡸʲジェンダー研究ʳのߨק 
֦研究におけるシンポジウムやセミナーの開催と、̡ ジェンダー研究 のr刊行により、成果発信に

力をれた。 

今年も新型コロナウイルス感染症のӪڻにより Zoom をཤ用したオンラインでのイϗント実施がܩ続
されたが、国際シンポジウムやセミナーのうちൔ਼Άどはύイϔリッχないし対面のみで実施した。オ
ンラインでの企画には、ஊお茶の水女子大学にଏをӣことができないような߁いにࢂՅしても
らうことができるというཤ఼があり、対面実施であれͻイϗントश྅後にඉޮࣞなデΡスΩッシϥンを
 。続できるというྒྷさがある。今後も企画内容にԢじてौೊな開催方๑をとりたいと考えているܩ

ジェンダー研究所の学術誌ʲジェンダー研究ʳは第 25 がߺ 2022 年 7 ݆に刊行された。今ߺは、ช
4 本と特พߚر 2 本から成る特ॄ「ジェンダーのࢻ఼に基Ͱくඔ術࢛研究のݳ在」のΆか、౦ߚช 5

本、ॽ 17 本という構成において発行された。今ߺの特ॄは、ジェンダー・フェミωθムの࠴ࢻにおけ
るඔ術࢛研究のҮでۨ的な研究を行ってきたళஎߵ本学教द・本誌ฦॄҗ員の協力を得たもので
ある。ళਫ਼は年度、ಋτーϜでのシンポジウムを企画してくださり、次いで本ߺの特ॄの責任ฦ
ॄ者になってくださった。ジェンダー研究所が⻑年、学内外でകってきた学術ネットワークの一つの成
果といえるだろう（本報告ॽ 68ʛ70 นࢂল）。 
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㻞㻜㻞㻞 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

2022 ೧ౕ研究プロジェέφ พҲལ 

（ᶙ）IGS 研究プロジェクト 

「౨ΠジΠにおけるジェンダーと࣑」研究 

「౨ΠジΠのӿڧ的女ӣ動」研究 

資本とਐରのジェンダーੵ 

・ਐର・࠸ਫ਼ࢊҮにおけるジェンダーੵ 

グローバル・Ϊバナンスのร容と国Պの࠸構築におけるジェンダー 

（ᶚ）外部資ۜ研究プロジェクト 

Ռ学研究ඇ基൭研究 B（՟ୌ൬ߺʁ18H00817） 
女のࢂ࣑画の্ปʁ国会٠員・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査 

Ռ学研究ඇ基൭研究 B（՟ୌ൬ߺʁ20H01468） 
新ڷΠジΠにおける IT-BPO の国際業の成ཱིとジェンダー 

Ռ学研究ඇ基൭研究 B（՟ୌ൬ߺʁ19H01578） 
 的系ොと࿊ଵ࢛Үの国際พ業における日本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のྼࢊਫ਼࠸

Ռ学研究ඇ基൭研究 C（՟ୌ൬ߺʁ19K12604） 
ジェンダークオータの࣑学ʁ制度Կとఏ߇ 

Ռ学研究ඇ基൭研究 C（՟ୌ൬ߺʁ19K12603） 
 ࿓ಉ力ഓʁŊグローバル・シτΡŋのジェンダーੵࢊਫ਼࠸におけるҢे女のߕߵ

Ռ学研究ඇऑ手研究 B（՟ୌ൬ߺʁ17K13298） 
「からゆきさΞ」にみるҢ動・・ݘ力のঀ૮ 

Ռ研ඇ国際共ಋ研究Յଐ基ۜ（国際共ಋ研究کԿ B） （՟ୌ൬ߺʁ21KK0033） 
ਕޮ社غの中国ଞにおけるਫ਼活のรԿとジェンダー 
 
（ᶛ）海外のঁ成ۜによるプロジェクト 

όルウェーリγーοΩウンシル（287699） 
INTPART 「ジェンダーฑ等／ダイバーシτΡʁόルウェー・日本共ಋ研究」 

όルウェー高等教育国際࿊ܠ推進ؽ関 Diku（UTF-2020/10135） 
UTFORSK「όルウェーと日本におけるジェンダーฑ等およびダイバーシτΡ教育」 
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

（ᶙ）IGS 研究プロジェクト 

IGS 研究プロジェέφ 
 「౨アジアͶ͕͜るジェンダーと࣑」研究 

ʴ研究୴当ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴ共ಋ研究者ʵࢀӞまり（上ஒ大学教द）、スτΡールऑس（元໌ݻԲ大学特任०教द）、 
⅕ీਇ理（Stand by Women େන）、Soo-hyun Kwon（Sogang University）Άか 

ʴ֕གྷʵ 
౨ΠジΠஏҮはそのࡃܨ発展の成果により国際的に注目されているが、࣑のकԿのಕ۔は一༹で

はない。本研究プロジェクトでは、日本とؘ国、ୈの٠員を対েとしたΠンίート調査による国際ർ
ֳੵを行ない、౨ΠジΠஏҮにおいて、女の࣑େනを上またはげるགྷોはՁか、࣑制度
におけるジェンダーଡ༹を実ݳさせるにはどのようにしたらよいかをݗ౾する。 

 

IGS 研究プロジェέφ 
౨アジアのӿڧ的女性ӣ動 

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴ֕གྷʵ 
今日の女ӣ動は、࿑上や߁、ޮ共交௪ؽ関、大学Ϋϡンパス、٠、ジϡーナリθム、γイバー

けた国際的࿊ଵとΠクシϥンをਫ਼みड़している。本間など、さま͡まなで実践され、՟ୌ解݀にۯ
研究は౨ΠジΠにおけるそのようなӿڧ的女ӣ動の展開について考ࡱするものである。۫ର的には

（1）ILO「Պ事࿓ಉ者のためのデΡーセント・ワークに関するড়༁」（第 189 ড়༁）に関࿊する࿓ಉӣߺ
動、（2）ൕ܋事Կをめ͛る女たちのӣ動、（3）中国の女ݘकٝ者たちのトランスローΩル/トランスナ
シϥナルなӣ動に目をける。 

 
IGS 研究プロジェέφ 
資本とਐରのジェンダーੵ 

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴ共ಋ研究者ʵଏཱིᚺ理子（IGS （IGS߁員研究員）、൚Ҭٮ 研究協力員/専र大学०教द） 

ʴ֕གྷʵ 
本プロジェクト「資本とਐରのジェンダーੵʁ資本ؽのรԿとʲ๎ʳされるਕʓ」は、グロー

バルۜ༧ؽث以߳の資本の中ؽのรԿをੵする。γスΫΠ・γッセンの「๎ expulsions」֕念
に目して、ॊཔのਐରのஇฤԿやഋঈ／ใઃの֕念では把握な「๎」の「態Կ」をジェンダ
ーのࢻ఼からੵする。 
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㻞㻜㻞㻞 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

（ᶙ）IGS 研究プロジェクト 

IGS 研究プロジェέφ 
性・ਐର・࠸ਫ਼ࢊҮͶ͕͜るジェンダーੵ 

ʴ研究୴当ʵብ本新（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ֕གྷʵ 

本研究プロジェクトは、開国以߳に海外へోߦし、ోߦでജഛをしていた女たち（「からゆき
さΞ」）のয়ڱを࠸ਫ਼ࢊҮの؏఼かららかにすることを目的としている。「からゆきさΞ」について
はജഛのୌのみに注目されがちだが、女たちの࠸ਫ਼ࢊҮのୌと࿊関する「ݩܨ」としてଌえ
るචགྷがあり、女たちのਕਫ਼をࢻにれて考ࡱしていきたい。 

 
IGS 研究プロジェέφ 
グローバル・Ϊバψンηのร༲と国Պの࠸構Ͷ͕͜るジェンダー 

ʴ研究୴当ʵ本ࢃԟ子（IGS 特任 5)） 
ʴ֕གྷʵ 

本研究プロジェクトは、グローバルࡃܨ࣑構ଆがร容する中で、日本がいかに国際ジェンダーฑ等
規と交মしつつ、内的ジェンダーとの८を౹制しながら「進国」としての特ݘ的ஏҒや国内
におけるݘ力のਜ਼౹をकしようとしているかを、कに҈સฯ্や外交ࡨへのジェンダー／フェミ
ωθムの導についてݗ౾しようとするものである。 
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

（ᶚ）外部資ۜ研究プロジェクト 

Ռ学研究ඇخ൭研究 %（課ୌ൬ߺʁ18+00817） 
女性のࢂ࣑ժの্ปʁ国ճ٠ҽ・ݟ࿊の༥ૻ・ϐアリングࠬ 

ʴ研究୴当ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द）ʨ研究୴者ʩ 

ʴ研究େන者ʵࢀӞまり（上ஒ大学教द） 

ʴغ間ʵ2018ʛ2022 年度（Ԉ⻑） 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は「女のࢂ࣑画に対する্ป」を国会٠員およびकགྷౚのಕැݟ支部への調査を௪じて

らかにする。女٠員がঙない原Ҿに関してはすでに国内外で研究のடがあり、合的なགྷોによっ
て女ޫึ者の਼がཊ制されていることがかっている。中でも大きな্ปとなっているのが、「ౚの
ޫึ者リクルートϟントとޮ݀定過ఖ」である。本研究はそこに఼をあて、༥ૻ調査とインタϑϣー
調査をૌみ合Κせることで、なͧ女ޫึが༶ཱིされることがঙないのか、どこに্ปがあるのかを特定
する。これまで海外の研究で指ఢされているジェンダー・スτϪオタイプ、のϙϠ・λーシϡル・ネ
ットワーク、成ޯରݩの過大Ճ、ઞ在ޫึ者へのઈ得方๑の女ࠫなどについて、それらはどのఖ度の
Ӫڻ力を日本では࣍っているのか、ౚࠫ、ஏ方ࠫはどのようにݡられるのかをらかにする。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 %（課ୌ൬ߺʁ20+01468） 
ڷアジアͶ͕͜る I7-%3O の国際ۂの成立とジェンダー 

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द）ʨ研究୴者ʩ、ଏཱིᚺ理子（IGS  員研究員）ʨ研究୴者ʩٮ

ʴ研究େන者ʵຉ๗ࢮ（Ҷీ大学教द） 

ʴغ間ʵ2020ʛ2022 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本共ಋ研究は、IT-BPO の実ৄ研究と国際ർֳによって、ΠジΠについての新しい国際ࡃܨ࣑学を

構築するものである。۫ ର的には IT-BPO 、ഓと࠸業の新国際業の成ཱིにともなう女の࿓ಉ力のࢊ
成⻑の果実としての中間の成⻑とভඇ、ࢤԿの進展、さらにはこうしたࡃܨ社会のร容が、֦国の
ककٝに༫えるӪڻを国際ർֳからݗ౾する。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 %（課ୌ൬ߺʁ19+01578） 
 ොと࿊ଵܧ的࢛ίア࿓ಉंのྼ・ࣆͶ͕͜るೖ本のՊۂҮの国際性พࢊਫ਼࠸

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द）ʨ研究୴者ʩ、ฑܛ子（IGS 研究協力員/ԥශ国ཱི大学०教द）
ʨ研究୴者ʩ 
ʴ研究େන者ʵ定নช（ܛચ女学Ԅ大学教द） 
ʴغ間ʵ2019ʛ2022 年度（Ԉ⻑） 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、࠸ਫ਼ࢊ࿓ಉの国際業が進展する日本において、次の఼್に఼を当て実ৄ的にݗ౾する。

第一にྼ࢛的ࢻ఼からのޑ用कʗഁݥ企業ʗ࿓ಉ者のඉ対স的な関ܐ、第್にՊ事・ίΠ࿓ಉ者が༙す
る限定的社会関ܐ資本からમする行ҟやॄ合行ҟによって、࿓ಉ者をखりתく制度のร容。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

（ᶚ）外部資ۜ研究プロジェクト 

Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ19.12604） 
ジェンダーέΨータの࣑学ʁౕ化とఏ߇ 

ʴ研究େන者ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴغ間ʵ2019ʛ2022 年度（Ԉ⻑） 

ʴ֕གྷʵ 
٠会のジェンダーޮฑなେනを確ฯするために導されたジェンダー・クオータ（女ޫึ者ׄ当

制）のް果とその制度が女の࣑的େනにٶ·すӪڻをੵする。事ྭとしてखり上げるؘ国は、
2000 年େൔからౚのޫึ者の一定ׄ合を女に当てるクオータ制度を導した。しかし、クオー
タが実施されて 15 年がܨたݳ在も女٠員は 20ˍにࢺらͥ、ݳ行クオータ制度にٛがఆされてい
る。行研究では、クオータ制度がް果をड़せない理༟の一つに、٠会の༑Ғがڶかされること
へのఏ߇、すなΚち、クオータ・バックラッシϣが指ఢされている。本研究は、過去 15 年間のౚพ
મڏデータٶびౚ関ܐ者や女٠員へのซきखり調査を௪じて、クオータ制度の実施য়ڱ、クオータ
で当મした女٠員の࣑的ΫϡリΠパスٶびౚのޮ過ఖをੵし、クオータ導後にݳれたクオ
ータ・バッシングのঀ૮をらかにすることで、ؘ 国でクオータ制度がॉなް果を発ضできない原Ҿ
を解するとともに国際ർֳのための理構築を目指す。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ19.12603） 
 ࿓ಉྙഓʁ「グローバル・εティ」のジェンダーੵࢊਫ਼࠸Ͷ͕͜るҢे女性のߕߵ

ʴ研究େන者ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴغ間ʵ2019ʛ2023 年度（Ԉ⻑） 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、ߕߵ社会においてҡなるҢे女による࠸ਫ਼ࢊ࿓ಉ力がどのようにഓされてきたかを、

中国ਕՊ事࿓ಉ者と外国Պ事࿓ಉ者およびそのޑ用कを対েとしたオーラル・ϐストリーのซきखり
かららかにするものであるߵ。 業Կ࿑તから౨ΠジΠのۜ༧・ҝγーϑスの中をࢦが༎ड़ߕ
成す「グローバル・シτΡ」へとしたغ࣎は、外国のՊ事࿓ಉ者のणけれが֨大していくとと
もに、कに߁౨にड़ࣙをもつ中国ਕ女の࿓ಉ力ഓにรԿがਫ਼じたغ࣎と॑なる。1980 年େか
ら今日までのߕߵの社会ࡃܨ構ଆのร動において、トランスナシϥナルにあるいはトランスローΩルに
Ң動してՊ事࿓ಉ者になった女たちはどのようにणけれられたのか。ҡなるίΠの୴い手たち（Ң
े女）とणけ手たち（ޑ用क）の「ίΠのىԳ」を௪じてߕߵの࠸ਫ਼ࢊҮのรԿをとらえたい。 
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

（ᶚ）外部資ۜ研究プロジェクト 

Ռ学研究ඇऑघ研究（%）（課ୌ൬ߺʁ17.13298） 
 「͖ΔΑき͠Ξ」ͶΊるҢ動・性・ྙݘのঀ૮ 

ʴ研究େන者ʵብ本新（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴغ間ʵ2017ʛ2022 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、開国以߳に海外へోߦし、ోߦでജഛをしていた女たち（「からゆきさΞ」）のয়ڱ

をྼ࢛的にらかにするために 2 つのネットワークの解を目的とする。ネットワークの � つはోߦ
ኂঁ者ૌ৭のネットワークであり、もう � つは女たちの関ܐのネットワークである。女のҢ動に
は༹ʓなༀׄを୴ったਕʓが関Κっていたが、その実態はາだな部がଡい。またҢ動によって女
たちが元ʓしていた関ܐとҢ動で構築しなけれͻならなかったネットワークについてもݗ౾
していきたい。 

 
Ռ研ඇ国際ڠಋ研究Յଐۜخ（国際ڠಋ研究ک化 %）（課ୌ൬ߺʁ21..0033） 
ਕޮऀغの国ଞͶ͕͜るਫ਼のร化とジェンダー 

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द）ʨ研究୴者ʩ 

ʴ研究େන者ʵຉਜ਼（大ཱིޮࡗ大学教द） 

ʴغ間ʵ2021ʛ2024 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究はՌ研ඇ・国際共ಋ研究Յଐ基 （ۜ国際共ಋ研究کԿ（B））をणけ、2021 年 12 ݆から 2025 年

3 ݆にかけて実施される国際共ಋ研究のプロジェクトである。ਕޮ社1950）غ 年େʛ70 年େ）の中国
ଞにおけるਫ਼活のรԿとジェンダーについて、資ݱഓのあり方に目して、実ৄ的にݗ౾する
ことを目的とする。 

中国ଞでは、1949 年の「定ݓ๑」や 50 年の「࠙ҿ๑」「ౖஏրַ๑」のޮා、またਕޮ社制度
の展開により、෩ݒ的なसのഉઊが進められるとともに女ฑ等の制度的基൭が構築されていった。
ところが、ਫ਼ࢊ࿓ಉへのࢂՅのఖ度の女ࠫ（࿓ಉ఼਼に対する女ࠫพのଚ在も）、ߠஏや水ཤ施અ
などの共༙資ݱへのΠクセスに女ととでどのఖ度ҩいがあったのかなど、な఼はଡい。さら
にޮ共ৱಌやࣉ所のݳ実的なཤ用য়ڱ、Պ事やίΠなど࠸ਫ਼ࢊ࿓ಉのพ業についても、研究のۯ
പ部になっている。 

以上のことから、ᶅ֦ஏଞにおけるਕޮ社غの資ݱഓのあり方を解すること、ᶆଵ内外に
おけるਫ਼࠸・ࢊਫ਼ࢊ࿓ಉの࿓ಉ力ഓの実態を考ࡱし、「ଞ」や「Պ」のݘ力関ܐや規にどのような
༵ら͙があったのかを解すること、ᶇさらにᶅᶆと関ܐするୌとして、国ՊϪϗルの指ਓやܯ画ਫ਼
育が基社会におけるਫ਼活に༫えたӪڻを解する。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

（ᶛ）海外のঁ成ۜによる研究プロジェクト 

όルΤェーリγーοΩΤンεル（287699） 
IN73$57 「ジェンダーฑʙダバーεティʁόルΤェー・ೖ本ڠಋ研究」 

ʴ研究୴当ʵ 
੶Ҭクンςথ子（お茶の水女子大学理事・෯学⻑ʁ本学ଈେන） 
⼾⾕陽子（IGS 所⻑／基ײ研究ӅਕชՌ学系教द） 
ঘ྆ۆ子（IGS 研究員／基ײ研究Ӆਕ間Ռ学系教द） 
٤原ޮඔ（リγーο・ΠχミωストϪーターʁ事務ۃ） 
নీデϪク（国際教育センター܊／ࢥߪഇ大学ࢥߪ） 
ઍഀ༟Յ（IGS 研究協力員） 
ࠦ७子（IGS 研究協力員／ܜጱٝग़大学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センター特任ࢥߪ） 

ʴغ間ʵ2019ʛ2022 年度 

ʴ֕གྷʵ 
ジェンダーฑ等とダイバーシτΡに関する、NTNU ジェンダー研究センターとの共ಋプロジェクト。

όルウェーと日本のジェンダーฑ等およびダイバーシτΡのݳয়য়ڱについて理解をめ、社会・ชԿ・
と૮ҩについての理解をめることをࣇྪ、する国際ർֳ研究しࡱを含めてੵ・考ܢ的ഐ࣑・࢛ྼ
௪じて、新たなஎݡを得ることを目指す。୴当研究者が、それͩれの専ҮにԌってόルウェーの研
究者とૌΞで研究を進める（本報告ॽ 56 นࢂল）。 

 
όルΤェー߶教育国際࿊ܠ推進機ؖ 'iNu（87)�2020�10135） 
87FO5S. 「όルΤェーとೖ本Ͷ͕͜るジェンダーฑ͕Γ;ダバーεティ教育」 

ʴ研究୴当ʵ 
ঘྜྷ（グローバルリーダーシップ研究所⻑）ʨ本学ଈେනʩ 
⼾⾕陽子（IGS 所⻑）ʨ本学ଈプロジェクト・コーデΡネーターʩ 
੶Ҭクンςথ子（理事・෯学⻑） 
নీデϪク（国際教育センター܊／ࢥߪഇ大学ࢥߪ） 
Ԯଞཤܛ（グローバルリーダーシップ研究所特任ࢥߪ） 
٤原ޮඔ（リγーο・ΠχミωストϪーター） 
όルウェーՌ学ٗ術大学（NTNU）ジェンダー研究センター研究者 

ʴغ間ʵ2021ʛ2025 年度 

ʴ֕གྷʵ 
ジェンダーおよびダイバーシτΡ研究教育の࣯を高めるための新しい教育કྲྀを構築するプロジェク

ト。学ਫ਼、ऑ手研究者、教員が、パートナー大学での共ಋセミナーや共ಋ指導をݩܨするなど、࣯が高く
活力にຮちた、国際的な学びのڧをڛする。研究発නやࢊ学࿊ܠへのࢂ༫などऑ手研究者へのؽ会
、のগཔ的なパートナーシップ発展につながる活動も行う。また࢞や、ชの共ಋࣧජなど研究者ಋڛ
SDGs のジェンダー・ダイバーシτΡ関࿊の目ඬୣ成に資する成果を目指す（本報告ॽ 56 นࢂল）。 
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